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連 結 注 記 表 

（連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記） 

１.連結の範囲に関する事項 

連結子会社の数  １社 

連結子会社の名称 大森屋（上海）貿易有限公司 

２.連結子会社の事業年度等に関する事項 

連結子会社の大森屋（上海）貿易有限公司の決算日は12月31日であります。 

連結計算書類の作成にあたっては、当該子会社の2022年９月30日現在で実施した仮決算に基づく計

算書類を使用しております。 

３.会計方針に関する事項 

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却

原価は移動平均法により算定） 

市場価格のない株式等 

総平均法による原価法 

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法

製品・原材料・仕掛品

主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法） 

貯蔵品 

最終仕入原価法 

(2) 重要な固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

当社は定率法（ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに

2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法）を採用し、在外連

結子会社については、定額法を採用しております。

② 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法

ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

によっております。 

(3) 引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

② 賞与引当金

従業員に対する賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当連結会計年度の負担額を

計上しております。 

(4) 退職給付に係る会計処理の方法

① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方

法については、給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異および過去勤務費用の費用処理方法

数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数（10年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理

することとしております。

過去勤務費用は、発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法

により費用処理することとしています。 

1



（5） 重要な収益および費用の計上基準 

    当社グループは、食料品の製造および販売を行っております。当該販売については、顧客へ製 

品を引き渡した時点で製品への支配が顧客に移転し、履行義務が充足されるものの、「収益認識 

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号2021年３月26日）第98項に基づき、 

出荷時から製品の引き渡しまでの期間が通常の期間であるため、製品の出荷時点で収益を認識 

しております。 

 

(会計方針の変更に関する注記) 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29号 2020年３月 31日。以下「収益認識会計基準」

という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。 

これにより、販売促進費等の顧客に支払われる対価について、従来、「販売費及び一般管理費」として

処理する方法によっておりましたが、「売上高」から減額する方法に変更しております。 

買戻し契約に該当する有償支給取引については、有償支給先に残存する支給品について棚卸資産を認

識するとともに、有償支給先に残存する支給品の期末棚卸高相当額について「有償支給取引に係る負債」

を認識しております。収益は顧客との契約において約束された対価および返品、値引及び割戻し等を控除

した金額で測定しております。取引の対価は履行義務を充足してから１年以内に受領しており重要な金

融要素は含まれておりません。 

収益認識会計基準の適用については、収益認識会計基準第 84 項ただし書きに定める経過的な取り扱い

に従っておりますが、当連結会計年度の期首の利益剰余金に与える影響はありません。 

この結果、当連結会計年度の「売上高」、「売上総利益」及び「販売費及び一般管理費」はそれぞれ

3,590,030千円減少しておりますが、「営業利益」、「経常利益」及び「税金等調整前当期純利益」に与

える影響はありません。また、棚卸資産は 59,322千円、その他の流動資産は 23,296千円、その他の流動

負債は 47,864千円、返金負債は 707,598千円それぞれ増加し、未払金は 696,140千円、未払費用は 11,458

千円減少しております。 

  

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第 30号 2019 年７月４日。以下「時価算定会計基準」

という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第 19項及び「金融商品に関する会

計基準」（企業会計基準第 10号 2019年７月４日）第 44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価

算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、連結計

算書類に与える影響はありません。 

 

（追加情報に関する注記） 

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り） 

  当社グループでは、固定資産の減損会計や繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りは、連結

計算書類作成時において入手可能な情報に基づき実施しております。 

  新型コロナウイルス感染症による当社グループへの影響は、今後の感染状況の推移によってその程

度が異なるものの、当期末の見積りに大きな影響を与えるものではないと想定しております。 

  なお、今後の新型コロナウイルス感染症の広がりにともなう経済活動への影響等には不確定要素も

多いため、想定に変化が生じた場合、当社グループの財政状態、経営成績に影響を及ぼす可能性があ

ります。 
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（会計上の見積りに関する注記） 

退職給付債務の算定 

１.見積りの内容 

当社は従業員の退職給付制度として、確定給付型年金制度および退職一時金制度を採用しておりま

す。退職給付債務に係る負債および退職給付費用は、数理計算上使用される前提条件に基づいて算

定しております。 

 ２.科目および当連結会計年度上計上額  

科目名 金額 

退職給付に係る負債  416,543千円 

 ３.その他の見積りの内容に関する理解に資する情報 

   数理計算上使用される前提条件は、割引率や年金資産の長期期待運用収益率等の多くの見積りが

存在します。当該見積りについて、将来の不確実な経済条件の変動等により見直しが必要となった場

合、翌連結会計年度以降の連結計算書類において認識する退職給付債務に係る負債および退職給付

費用の金額に重要な影響を与える可能性があります。 

  

（連結貸借対照表に関する注記） 

１.有形固定資産の減価償却累計額        3,931,774千円 

２.棚卸資産の内訳 

製品 706,666 千円 

仕掛品 264,108 千円 

原材料及び貯蔵品 4,500,466 千円 

 

（連結株主資本等変動計算書に関する注記） 

１.当連結会計年度の末日における発行済株式の総数 

普通株式 5,098,096株 

２.剰余金の配当に関する事項 

(1) 配当金支払額等 

2021年12月21日開催の第68回定時株主総会において、次のとおり決議しております。 

① 配当金の総額 75,475千円 

② １株当たり配当額 15円 

③ 基準日 2021年９月30日 

④ 効力発生日 2021年12月22日 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

2022年12月20日開催の第69回定時株主総会において、次のとおり付議いたします。 

① 配当金の総額 100,634千円 

② １株当たり配当額 20円 

③ 配当の原資 利益剰余金 

④ 基準日  2022年９月30日 

⑤ 効力発生日 2022年12月21日 

 

（金融商品に関する注記） 

1. 金融商品の状況に関する事項 

(1) 金融商品に対する取組方針 

当社グループは、資金運用については安全性の高い金融資産に限定し、資金調達については銀行等

金融機関からの借入によっております。 

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制 

営業債権である受取手形及び売掛金に係わる信用リスクは、販売管理規程及び売掛債権管理に関す

る細則に沿ってリスク低減を図っております。 

投資有価証券は全て株式であり、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握してお

ります。 

営業債務である支払手形及び買掛金、未払金は主に２ケ月以内の支払期日であります。     

長期借入金は、主に設備投資に係る資金調達であります。変動金利の借入金は、金利の変動リスク

に晒されております。また、流動性リスクに晒されておりますが、適切に資金繰計画を作成するこ
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となどの方法により管理しております。 

 (3) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された

価額が含まれております。 

２. 金融商品の時価等に関する事項 

2022年９月30日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりで

あります。 

 
連結貸借対照表計上額 

（千円） 
時価（千円） 差額（千円） 

(1) 投資有価証券 

その他有価証券 
391,852 391,852 ― 

資 産 計   391,852 391,852 ― 

   

（注）1.(1)現金及び預金、受取手形及び売掛金、支払手形及び買掛金、未払金については短期間で決

済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、記載を省略しております。 

(2)長期借入金の時価については、短期間で市場金利を反映し、時価は帳簿価額と近似している

と考えられることから、記載を省略しております。 

2. 市場価格のない株式等は、「(1)投資有価証券 その他有価証券」には含まれておりません。 

 

 

 
 

3. 金銭債権の連結決算日後の償還予定額 

 

  

 

 

 

 

３. 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 

   金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性および重要性に応じて、以下の３ 

  つのレベルに分類しております。 

 レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成され   

         る当該時価の算定の対象となる資産または負債に関する相場価格により算定し 

         た時価 

 レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時

価の算定に係るインプットを用いて算定した時価 

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプット 

がそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類し 

ております。 

 

   時価で連結貸借対照表に計上している金融商品 

   時価（千円） 

 レベル1 レベル２ レベル３ 合計 

投資有価証券 

 その他の有価証券 

  株式 

 

 

391,852 

 

 

      － 

 

 

      － 

 

 

391,852 

資産計 391,852 － － 391,852 

       (注)時価の算定に用いた評価技法および時価の算定に係るインプットの説明 

    投資有価証券 

上場株式の時価は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引 

されているため、その時価をレベル１の時価に分類しております。 

区          分 連結貸借対照表計上額（千円） 

非 上 場 株 式 11,880 

 １年以内（千円） 

現 金 及 び 預 金 3,182,760 

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 2,912,430 

合          計 6,095,190 

4



（賃貸等不動産に関する注記） 

賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。 

 

（収益認識に関する注記） 

1.顧客との契約から生ずる収益を分解した情報 

  （単位：千円） 

 当連結会計年度 

家庭用海苔 

進物品 

ふりかけ等 

業務用海苔 

その他 

5,878,301 

552,863 

2,216,700 

5,355,156 

162,095 

顧客との契約から生ずる収益 14,165,118 

その他収益 - 

外部顧客との売上高 14,165,118 

 

2.顧客との契約から生ずる収益を理解するための基礎となる情報 

   （1）契約および履行義務の内容 

収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表（連結計算書類作成のための基本とな

る重要な事項に関する注記）３.会計方針に関する事項（5）重要な収益および費用の計上基準」

に記載の通りです。 

 

（2）取引価格算定に関する情報 

当社グループでは収益の測定に際し、顧客に支払われる対価が顧客から受領する財または 

サービスと交換で支払われるものである場合を除き、取引価格から当該対価を控除してお 

ります。連結会計年度末日における未確定の対価は、対象となる売上高に合理的に算定した 

比率を乗じて、変動対価として見積り計上しております。 

 

3.顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生ずるキャッシュ・フローとの関連並びに 

  当連結会計年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれ

る収益の金額および時期に関する情報 

(1) 顧客との契約から生じた債権および契約負債の残高等 

（単位：千円） 

 当連結会計年度 

（2022 年９月 30日） 

顧客との契約から生ずる債権 

 受取手形および売掛金 

 

2,912,430 

契約負債 

 前受金 

 

475 

     （注）契約負債は、主に顧客との製品売買契約に基づく顧客から受け取った製品代金の前受 

        金であり、連結貸借対照表の流動負債のその他に計上しております。 

 

    （2）残存履行義務に配分した取引価格 

      当社グループにおいては、予想契約期間が１年を超える重要な取引はありません。また顧 

      客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。 
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（関連当事者との取引に関する注記） 

  記載すべき重要な取引はありません。 

 

 

（１株当たり情報に関する注記） 

１. １株当たり純資産額 2,241円51銭 

２. １株当たり当期純利益 135円35銭 

 
（重要な後発事象） 

  該当事項はありません。 
 

6



個 別 注 記 表 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 

１．資産の評価基準及び評価方法 
(1) 有価証券の評価基準及び評価方法 

その他有価証券 

    市場価格のない株式等以外のもの 

決算期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却

原価は移動平均法により算定) 

     市場価格のない株式等 

総平均法による原価法 

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

①製品・原材料・仕掛品 

 総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法） 

②貯蔵品 

 最終仕入原価法 

２．固定資産の減価償却の方法 
(1) 有形固定資産（リース資産を除く） 

  定率法 

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備を除く) 並びに 2016年４月１日以

降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっております。 

(2) 無形固定資産（リース資産を除く） 

  定額法 

なお、ソフトウエア(自社利用分)については、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額

法によっております。 

３．引当金の計上基準 
(1) 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

(2) 賞与引当金 

従業員に対する賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当期の負担額を計上しており

ます。 

(3) 退職給付引当金 

社員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当

期末において発生していると認められる額を計上しております。 

① 退職給付見込額の期間帰属方法 
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法

については、給付算定式基準によっております。 
② 数理計算上の差異および過去勤務費用の費用処理方法 

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の

年数（10年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理するこ

ととしております。 
過去勤務費用は、発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法

により費用処理することとしています。 
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４．退職給付に係る会計処理 

退職給付に係る未認識数理計算上の差異、未認識過去勤務費用の会計処理の方法は、連結計算書

類におけるこれらの会計処理の方法と異なっております。貸借対照表上、退職給付債務に未認識数

理計算上の差異および未認識過去勤務費用を加減した額から、年金資産の額を控除した額を退職給

付引当金に計上しております。 

５．重要な収益および費用の計上基準 

   当社は、食料品の製造および販売を行っております。当該販売については、顧客へ製品を引き渡  

した時点で製品への支配が顧客に移転し、履行義務が充足されるものの、「収益認識に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 30 号 2021 年３月 26 日）第 98 項に基づき、出荷時か

ら製品の引き渡しまでの期間が通常の期間であるため、製品の出荷時点で収益を認識しております。 

 

(会計方針の変更に関する注記) 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」

という。）等を当事業年度の期首から適用しております。 

これにより、販売促進費等の顧客に支払われる対価について、従来、「販売費及び一般管理費」とし

て処理する方法によっておりましたが、「売上高」から減額する方法に変更しております。 

買戻し契約に該当する有償支給取引については、有償支給先に残存する支給品について棚卸資産を認

識するとともに、有償支給先に残存する支給品の期末棚卸高相当額について「有償支給取引に係る負

債」を認識しております。収益は顧客との契約において約束された対価および返品、値引及び割戻し

等を控除した金額で測定しております。取引の対価は履行義務を充足してから１年以内に受領してお

り重要な金融要素は含まれておりません。 

収益認識会計基準の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取り扱

いに従っておりますが、当事業年度の期首の利益剰余金に与える影響はありません。 

この結果、当事業年度の「売上高」、「売上総利益」及び「販売費及び一般管理費」はそれぞれ3,590

千円減少しておりますが、「営業利益」、「経常利益」及び「当期純利益」に与える影響はありませ

ん。また、原材料及び貯蔵品は59,322千円、その他の流動資産は23,296千円、その他の流動負債は

59,322千円、返金負債は707,598千円それぞれ増加し、未払金は696,140千円、未払費用は11,458千円

減少しております。 

  

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」

という。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価

算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、計

算書類に与える影響はありません。 

 

（追加情報に関する注記） 

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り） 

当社では、固定資産の減損会計や繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りは、計算書類作

成時において入手可能な情報に基づき実施しております。 

  新型コロナウイルス感染症による当社への影響は、今後の感染状況によってその程度が異なるも

のの、当期末の見積りに大きな影響を与えるものではないと想定しております。 

  なお、今後の新型コロナウイルス感染症の広がりにともなう経済活動への影響等には不確定要素

も多いため、想定に変化が生じた場合、当社の財政状態、経営成績に影響を及ぼす可能性がありま

す。 
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（会計上の見積りに関する注記） 

退職給付債務の算定 

１.見積りの内容 

当社は従業員の退職給付制度として、確定給付型年金制度および退職一時金制度を採用しており

ます。退職給付引当金および退職給付費用は、数理計算上使用される前提条件に基づいて算定し

ております。 

 ２.科目および当事業年度上計上額  

科目名 金額 

退職給付引当金  341,230千円 

 

 ３.その他の見積りの内容に関する理解に資する情報 

   数理計算上使用される前提条件は、割引率や年金資産の長期期待運用収益率等の多くの見積りが

存在します。当該見積りについて、将来の不確実な経済条件の変動等により見直しが必要となった

場合、翌事業年度以降の計算書類において認識する退職給付引当金および退職給付費用の金額に重

要な影響を与える可能性があります。 

  

（貸借対照表に関する注記） 

１．関係会社に対する短期金銭債権          6,380千円 

２．関係会社に対する長期金銭債権          46,214千円 

３．有形固定資産の減価償却累計額        3,931,774千円 

 

（損益計算書に関する注記） 

   関係会社との取引        売上高    14,270千円 

                   仕入高    28,718 千円 

                   受取利息     168千円 

 

（株主資本等変動計算書に関する注記） 

当事業年度の末日における自己株式の数 
     普通株式                    66,364株 

 

（税効果会計に関する注記） 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 
繰延税金資産   

賞与引当金 33,323 千円 

退職給付引当金 104,416 千円 
未払事業税 14,432 千円 

長期未払金 12,364 千円 
関係会社出資金評価損 30,094 千円 
貸倒引当金 14,906 千円 
その他 15,981 千円 
繰延税金資産小計 225,518 千円 
評価性引当額 △59,815 千円 

繰延税金資産合計 165,703 千円 
繰延税金負債 
その他有価証券評価差額金 52,403 千円 

繰延税金負債合計 52,403 千円 
繰延税金資産の純額 113,300 千円 
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（関連当事者との取引に関する注記） 

記載すべき重要な取引はありません。 
 

（収益認識に関する注記） 

顧客との契約から生ずる収益を理解するための基礎となる情報 

収益を理解するための基礎となる情報は「連結注記表（収益認識に関する注記）2.顧客との契約

から生ずる収益を理解するための基礎となる情報」に記載の通りです。 
 
（１株当たり情報に関する注記） 

１．１株当たり純資産額            2,246 円 08銭    
２．１株当たり当期純利益             134円 18銭 

 

（重要な後発事象） 

  該当事項はありません。 
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